
番 号

令和 5 年 10 月 4 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

〒236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦3-9

電話（　　045　　　　）　　　787　　　－　2800　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

氏名

〒236-0027　横浜市金沢区瀬戸22-2

公立大学法人横浜市立大学　理事長　小山内　いづ美

公立大学法人横浜市立大学附属病院

公立大学法人横浜市立大学附属病院病院の業務に関する報告について

９感染症内科

内科 有

7961附総

厚生労働大臣 開設者名 公立大学法人　横浜市立大学
理事長　小山内　いづ美

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（注）

（2）外科

○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注） 標榜している診療科名について記入すること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・呼吸器内科は呼吸器科にて診療
・消化器内科は消化器科にて診療
・循環器内科は循環器科にて診療
・腎臓内科、血液内科、内分泌内科、代謝内科、感染症内科、アレルギー疾患内科またはアレルギー科、リウマチ科は内科
　にて診療

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

診療実績

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、内分泌外科は外科にて診療
小児外科は心臓血管外科にて診療

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

呼吸器科 循環器科 消化器科 リハビリテーション科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

形成外科

病理診断科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

469 30.7 499.7 63 0

17 1.2 18.2 16 74

52 11 61.5 7 0

0 0 0 7 0

45 0 45 0 0

732 23 748.1 17 10

0 0 0 0 21

3 2 5 1 235

12 1 12.8 49 2

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　後藤　隆久　　　　　） 任命年月日

合計

9

9

22

12

18

27

7

285

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 16

72

42

12

21

7

11

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

26 16 632 674

精神 感染症 結核 療養

助産師

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

8 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

1278 ㎡ （主な設備）

145 ㎡ （主な設備）

312 ㎡ （主な設備）

183 ㎡ （主な設備）

14749 ㎡ （主な設備）

277 ㎡ 室数 室 人

2398 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

15,304

17,782

1,913

22,321

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

634

算出
根拠

自動免疫染色装置、電子顕微鏡

解剖室、更衣室、安置室（冷蔵室）

動物実験センター、RI研究センター、臨床研究棟

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 77　．1 逆紹介率 　79　．7

1 収容定員

蔵書数

130

157,616

1311.55～13.43

鉄骨造

SRC

32

生化学多項目自動分析装置
検体前処理・搬送システム

自動細菌検査装置、全自動血液培養装置

［共用室の場合］

講義室

図書室 鉄筋コンクリート

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

［専用室の場合］

SRC
鉄筋コンクリー

ト
鉄筋コンクリート

床面積

床面積

共用する室名

鉄骨造

鉄骨造

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

［固定式の場合］

［移動式の場合］

病床数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
195

鉄骨造 人工呼吸装置

154

2

18

327

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

515

1796

16

42

531

1838

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

有

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

利害
関係

委員の要件
該当状況

相馬 孝博

千葉大学医学部附属病
院

医療安全管理部部長
医師

特定機能病院における
医療安全管理に卓越し
た知識・経験を有し、当
該領域に造詣が深い

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

水地 啓子 森法律事務所　弁護士

特定機能病院における
医療や医療機関に関す
る法律に卓越した識見
を有し、当該領域に造
詣が深い

1

足立 雅子
病院ボランティア会ラン

パス

長年のボランティアの
活動経験から、患者さ
んの立場で病院におけ
る医療安全の推進に関
して意見を述べることが
できる

2

寺内　康夫 本学医学部長

医学生及び医師の教
育・支援の観点から意
見を述べることができる
（内部委員）

1

高橋　知宏 法人事務局副局長

法人全体の内部監査・
外部監査に携わり公平
な立場で物事を判断し
意見を述べることがで
きる（内部委員）

2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大学のHP上で公開

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

4

１人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ＬＤＬアフェレシス療法　閉塞性動脈硬化症（薬物療法に抵抗性を有するものであり、かつ、血行再建術及
び血管内治療が困難なものであって、フォンタン分類ⅡＢ度以上のものに限る。）

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

自家骨髄単核球移植による下肢血管再生治療　バージャー病（従来の治療法に抵抗性を有するもので
あって、フォンタン分類Ⅲ度又はⅣ度のものに限る。）

自家骨髄単核球移植による血管再生治療　全身性強皮症（難治性皮膚潰瘍を伴うものに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名
難治性てんかん患者に対する手術支援ロボットアームを用いた定位的頭蓋
内電極留置／頭蓋内脳波（ stereotactic electroencephalography：SEEG）

取扱患者数 ２人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 2人

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

横浜市立大学附属病院では、難治性てんかん患者に対して、2022 年 6 ⽉に⼿術⽀援ロボットアーム（Cirq ロボットアームシ

ステム）を⽤いたものとしては世界初となる定位的頭蓋内電極留置／頭蓋内脳波（ stereotactic electroencephalography：

SEEG）を⾏った。

難治性てんかんの患者ではてんかん焦点を特定するために脳の表⾯や内部に直接電極を留置する頭蓋内電極留置と呼ば

れる⼿法が必要となることがあるが、SEEG は開頭（頭蓋⾻を専⽤のカッターで切って外すこと）を必要としないため、従来の

シート状電極を⽤いた頭蓋内電極留置（硬膜下電極留置）よりも⾝体的負担が⼩さいことが知られている。

また、脳の深い領域に位置するてんかん焦点や、てんかんの電気的ネットワークの広がりを、開頭の範囲に制限されることな
く効率よく探索できる点で有⽤な⽅法とされている。このシステムを⽤いることで⾼精度な頭蓋内電極留置が可能となる。さら

に、従来の定位脳⼿術⽤フレームを⽤いる⽅法に⽐べて、⼿術時間で⼤幅に短縮することが可能となる。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 56 特発性門脈圧亢進症 1
2 筋萎縮性側索硬化症 16 57 原発性胆汁性胆管炎 8
3 脊髄性筋萎縮症 2 58 原発性硬化性胆管炎 2
4 原発性側索硬化症 1 59 自己免疫性肝炎 2
5 進行性核上性麻痺 9 60 クローン病 4
6 パーキンソン病 41 61 潰瘍性大腸炎 13
7 大脳皮質基底核変性症 3 62 慢性特発性偽性腸閉塞症 6
8 ハンチントン病 1 63 全身型若年性特発性関節炎 5
9 重症筋無力症 21 64 筋ジストロフィー 1
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 24 65 脳表ヘモジデリン沈着症 1

11
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
6 66 前頭側頭葉変性症 1

12 封入体筋炎 2 67 ラスムッセン脳炎 1
13 多系統萎縮症 10 68 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 1
14 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 13 69 特発性後天性全身性無汗症 10
15 ライソゾーム病 2 70 プラダー・ウィリ症候群 1
16 ミトコンドリア病 6 71 完全大血管転位症 2
17 もやもや病 5 72 単心室症 6
18 プリオン病 1 73 左心低形成症候群 1
19 全身性アミロイドーシス 5 74 ファロー四徴症 1
20 天疱瘡 3 75 急速進行性糸球体腎炎 1
21 膿疱性乾癬（汎発型） 1 76 抗糸球体基底膜腎炎 2
22 高安動脈炎 4 77 紫斑病性腎炎 2
23 巨細胞性動脈炎 6 78 オスラー病 1
24 結節性多発動脈炎 7 79 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 2
25 顕微鏡的多発血管炎 32 80 家族性地中海熱 1
26 多発血管炎性肉芽腫症 25 81 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病 1
27 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 7 82 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1
28 悪性関節リウマチ 7 83 胆道閉鎖症 2
29 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 84 ＩｇＧ４関連疾患 1
30 全身性エリテマトーデス 41 85 好酸球性副鼻腔炎 5
31 皮膚筋炎／多発性筋炎 25 86
32 全身性強皮症 33 87
33 混合性結合組織病 13 88
34 シェーグレン症候群 9 89
35 成人スチル病 11 90
36 再発性多発軟骨炎 3 91
37 ベーチェット病 30 92
38 特発性拡張型心筋症 6 93
39 再生不良性貧血 4 94
40 自己免疫性溶血性貧血 1 95
41 特発性血小板減少性紫斑病 2 96
42 原発性免疫不全症候群 3 97
43 IgＡ腎症 3 98
44 多発性嚢胞腎 12 99
45 後縦靱帯骨化症 3 100
46 特発性大腿骨頭壊死症 16 101
47 下垂体性ADH分泌異常症 1 102
48 クッシング病 2 103
49 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 2 104
50 下垂体前葉機能低下症 8 105
51 サルコイドーシス 13 106
52 特発性間質性肺炎 21 107
53 肺動脈性肺高血圧症 33 108
54 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 77 109
55 リンパ脈管筋腫症 2 110

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 85
合計患者数（人） 728

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療に係る基準 　・歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準

　・歯科外来診療環境体制加算１
　・特定機能病院入院基本料（一般病棟７対１、結核病棟7対
1、精神病棟7対1）

　・超急性期脳卒中加算 　・診療録管理体制加算１

　・救急医療管理加算 　・医師事務作業補助体制加算１

　・急性期看護補助体制加算 　・看護職員夜間配置加算

　・療養環境加算 　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１ 　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・緩和ケア診療加算 　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算 　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算 　・重症患者初期支援充実加算

　・医療安全対策加算１ 　・感染対策向上加算１

　・患者サポート体制充実加算 　・報告書管理体制加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算 　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１ 　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２ 　・データ提出加算２

　・入退院支援加算１ 　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算 　・精神科急性期医師配置加算

　・地域医療体制確保加算 　・特定集中治療室管理料１

　・ハイケアユニット入院医療管理料１ 　・新生児特定集中治療室管理料１

　・小児入院医療管理料２ 　・看護職員処遇改善評価料68

　・入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） 　・
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び
歯科治療時医療管理料

　・ウイルス疾患指導料

　・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタ
リング加算

　・糖尿病合併症管理料

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・がん患者指導管理料イ

　・がん患者指導管理料ロ 　・がん患者指導管理料ハ

　・がん患者指導管理料ニ 　・外来緩和ケア管理料

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・小児運動器疾患指導管理料

　・乳腺炎重症化予防・ケア指導料 　・婦人科特定疾患治療管理料

　・腎代替療法指導管理料 　・二次性骨折予防継続管理料１

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・下肢創傷処置管理料

　・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看
護体制加算１

　・外来放射線照射診療料

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・連携充実加算

　・ニコチン依存症管理料 　・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算

　・がん治療連携計画策定料 　・肝炎インターフェロン治療計画料

　・ハイリスク妊産婦連携指導料１ 　・薬剤管理指導料

　・医療機器安全管理料１ 　・医療機器安全管理料２

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・精神科退院時共同指導料２

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
　・在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看
護・指導料の注２

　・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・遺伝学的検査 　・染色体検査の注２に規定する基準

　・精密触覚機能検査 　・骨髄微小残存病変量測定

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・ＨＰＶ核酸検出およびＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・検体検査管理加算（Ⅰ）

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・国際標準検査管理加算

　・遺伝カウンセリング加算 　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・胎児心エコー法
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　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・ヘッドアップティルト試験

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・脳波検査判断料１

　・遠隔脳波診断 　・単線維筋電図

　・神経学的検査 　・補聴器適合検査

　・黄斑局所網膜電図 　・全視野精密網膜電図

　・ロービジョン検査判断料 　・コンタクトレンズ検査料１

　・内服・点滴誘発試験 　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

　・経気管支凍結生検法 　・画像診断管理加算１

　・画像診断管理加算３ 　・遠隔画像診断

　・ポジトロン断層撮影 　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・コンピューター断層撮影（CT撮影） 　・磁気共鳴コンピューター断層撮影（MRI撮影）

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・乳房ＭＲＩ撮影加算 　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・肝エラストグラフィ加算 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・外来化学療法加算１ 　・無菌製剤処理料

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加
算２

　・がん患者リハビリテーション料

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・児童思春期精神科専門管理加算

　・療養生活継続支援加算 　・認知療法・認知行動療法

　・精神科ショート・ケア「小規模なもの」
　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・医療保護入院等診療料 　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

　・硬膜外自家血注入 　・エタノールの局所注入（甲状腺）

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・人工腎臓

　・導入期加算２及び腎代替療法実績加算 　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算
　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・手術用顕微鏡加算

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 　・センチネルリンパ節加算

　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術に限
る。）



　・椎間板内酵素注入療法 　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋骨内電極植込術を含む。）及び
脳刺激装置交換術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 　・角結膜悪性腫瘍切除手術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・網膜再建術 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術および植込
型骨導補聴器交換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ｖ型（拡大副鼻腔手術）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉
頭悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの） 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの） 　・顎関節人工関節全置換術

　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘
（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術

　・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法
　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・乳腺悪性腫瘍手術(乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴わ
ないもの)及び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴うもの))

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下良性縦隔腫瘍
手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので、内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃・十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）及び腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術（心筋リードを
用いるもの）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（心筋電極の場合）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・補助人工心臓

　・植込型補助人工心臓（非拍動流型） 　・経皮的下肢動脈形成術



　・腹腔鏡下リンパ群郭清術（側方）

　・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹
膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、腹腔鏡
下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎摘出手術、腹
腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下
小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手
術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開前立腺悪性
腫瘍手術

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・体外衝撃波胆石破砕術

　・腹腔鏡下肝切除術 　・生体部分肝移植術

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合を除く。）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・人工尿道括約筋植込・置換術
　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１６に掲げる手術
　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・輸血管理料Ⅰ

　・輸血適正使用加算 　・コーディネート体制充実加算

　・自己生体組織接着剤作成術 　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法）

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・歯周組織再生誘導手術 　・広範囲顎骨支持型装置埋込手術

　・麻酔管理料（Ⅰ） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算 　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療 　・１回線量増加加算

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） 　・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）



　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・画像誘導密封小線源治療加算

　・病理診断管理加算２ 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・歯科矯正診断料

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・酸素の購入単価

　・通院対象者通院医学管理料 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 17

剖検率（％） 7

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

17

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

高リスク染色体異常を有する新
規白血病細胞株を応用した抗

がん剤耐性機構の解明

血液・免疫・感
染症内科学

血液・免疫・感
染症内科学

血液・免疫・感
染症内科学

156万円
組織におけるナトリウム代謝異

常をターゲットとした全身性強皮
症の病態解明

峯岸　薫（代）
中島　秀明(分）
桐野　洋平（分）
吉見　竜介（分）

血液・免疫・感
染症内科学

70万円
国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

転写因子IRF5阻害剤による全
身性エリテマトーデスの革新的
治療法とそのコンパニオン診断

法の開発

中島　秀明

130万円
学術研究助成基金助
成金 基盤研究（C)

ミトコンドリアダイナミックスによる
白血病幹細胞制御機構の解明

と新規治療への応用

中島　秀明（代）
國本　博義（分）

血液・免疫・感
染症内科学

360万円
日本学術振興会 科学
研究費補助金基盤研
究（B）

國本　博義（代）
中島　秀明（分）

日本学術振興会 科学
研究費補助金基盤研
究（B）

全身性強皮症に伴う皮膚潰瘍
に対する自家骨髄単核球移植
を用いた血管再生療法に関す

る研究開発

吉見　竜介（代）
血液・免疫・感
染症内科学

1,219万円

国立研究開発法人日本医療
研究開発機構, 日本医療研
究開発機構研究費 再生医療
実用化研究事業

 ベーチェット病のゲノムワイド亜
型解析によるエビデンス創出と

レジストリー構築

桐野　洋平（代）
中島　秀明(分）
吉見  竜介（分）

165万円

日本学術振興会 学術
研究助成基金助成金 
基盤研究（C)

血液・免疫・感
染症内科学

45万円
 感染症実用化研究事
業

ベーチェット病に関する調査研
究

桐野　洋平
血液・免疫・感
染症内科学

60万円
厚生労働省 領域別基
盤研究分野

国内流行HIV及びその薬剤耐
性株の長期的動向把握に関す

る研究
中島　秀明

ベーチェット病の病態解明およ
び治療法開発を目的とした全国

レジストリの構築
桐野　洋平

血液・免疫・感
染症内科学

450万円
日本医療研究開発機
構研究費 難治性疾患
実用化研究事業

成人発症スチル病（AOSD）に
対する5-アミノレブリン酸塩酸塩
／クエン酸第一鉄ナトリウム（5-
ALA HCL/SFC）投与の医師主

導治験

桐野　洋平
血液・免疫・感
染症内科学

100万円
日本医療研究開発機
構研究費 難治性疾患
実用化研究事業

ベーチェット病の臨床亜群形成
因子に基づく予後予測

桐野　洋平
血液・免疫・感
染症内科学

10万円
学術研究助成基金助
成金　基盤研究（C)

タトゥー施術等の安全管理体制
の構築に向けた研究.

加藤　英明
血液・免疫・感
染症内科学/感
染制御部

30万円
厚生労働行政推進調
査事業費補助金

血液・免疫・感
染症内科学/感
染制御部

1万円
学術研究助成基金助
成金基盤研究（C)

COVID-19 重症患者臨床研究
における同意確認：実態と電指

摘同意の有用性
加藤　英明

（様式第3）



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

循環器・腎臓・
高血圧内科学

208万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助

成金）基盤研究(C)
（R4-R6年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

156万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）若手研究（R4‐R5

年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

200万円
公益財団法人上原記
念生命科学財団（R4-

R6年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

143万円
日本学術振興会　研究
活動スタート支援(R4-

R5年度)

循環器・腎臓・
高血圧内科学

104万円
 日本学術振興会 科学
研究費助成事業 基盤
研究(C)（R3-R5年度）

腸内細菌と脾臓B2細胞に着目
した，動脈硬化症の分子病態の

解明
石上友章（分）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

10万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助

成金）基盤研究(C)
（R2-R4年度）

多発性嚢胞腎の新規創薬標的
の検証

石上友章（代）
循環器・腎臓・
高血圧内科学

352万円
日本医療研究開発機

構（AMED）受託研究費
（R3-R4年度）

重症虚血肢に対し, 近赤外線
分光装置（NIRS）を使用した至
適運動療法を確立する研究

石上友章（分）
循環器・腎臓・
高血圧内科学

55万円
日本医療研究開発機

構（AMED）受託研究費

腎老化病態におけるATRAPと
新規老化関連因子Glutaminase

の関連性の救命
浦手進吾（代）

収縮機能の保持された心不全
におけるRANKL/RANK/OPG

システムの役割
上村大輔

サルコペニアをともなう慢性腎
臓病における六君子湯の腎保

護効果の検討
金口　翔（代）

六君子湯の筋腎関連を介した
腎保護効果の検討

金口　翔（代）

高齢心不全患者のフレイルに
対する鉄補充療法の効果の検

証
小西正紹（代）

『興奮・転写連関』に着目した高
血圧症の食塩感受性の尿細管

性機序の分子病態の解明
石上友章（代）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

70万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助

成金）基盤研究(C)
（R2-R4年度）

公益財団法人循環器
病研究振興財団　第30
回（2022年度）バイエル

循環器病研究助成

循環器・腎臓・
高血圧内科学

小豆島健護（代）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

300万円

公益財団法人持田記
念医学薬学振興財団　
2022年度持田記念研

究助成金（R4‐R5年度）

糖尿病性腎臓病における腎エ
ネルギー代謝の病態生理学的

意義の解明
234万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）若手研究（R3‐R4

年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

250万円
エネルギー代謝障害に着目し
た糖尿病性心腎連関の新規病
態解明および新規治療法探索

小豆島健護（代）

エネルギー代謝障害に着目し
た糖尿病性心腎連関の新規病
態解明および新規治療法探索

小豆島健護（代）

50万
（分担学内10
万・学外25

万）

文科省科研費補助金
咳嗽・喀痰の診療ガイドライン

2019」喀痰総論の改定に向けた
エビデンスの構築

金子　猛 呼吸器病学
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循環器・腎臓・
高血圧内科学

227万円

循環器・腎臓・
高血圧内科学

40万円
学長裁量事業「かもめ
プロジェクト」（H30-R5

年度）

日本透析医会研究助
成事業（R4-R6年度）

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構 
研究開発推進ネット

ワーク事業

循環器・腎臓・
高血圧内科学

200万円
2022年度守谷奨学財

団助成

循環器・腎臓・
高血圧内科学

143万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助

成金）基盤研究(C)
（R2-R4年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

1万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助

成金）基盤研究(C)
（R2-R4年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

10万円
日本学術振興会 科学
研究費助成事業 基盤
研究(C)（R4-R6年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

192万円
日本医療研究開発機

構（AMED）受託研究費

循環器・腎臓・
高血圧内科学

100万円
日本医療研究開発機

構（AMED）受託研究費

循環器・腎臓・
高血圧内科学

169万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）挑戦的研究（萌

芽）（R2-R4年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

100万円
学長裁量事業「かもめ
プロジェクト」（H30-R5

年度）

循環器・腎臓・
高血圧内科学

143万円
日本学術振興会　研究
活動スタート支援(R4-

R5年度)

涌井広道（代)

多機関共同のリアルワールド
データ研究に対するrisk based 
approachを用いた臨床研究支
援の実装と課題解決法の提案

前田　愼（分） 消化器内科学 100万円

高血圧-脳心血管病-腎臓病の
病態関連の機序解明と新規治

療開発をめざした研究
涌井広道（分)

下肢潰瘍に対するアフェレシス
療法の治療メカニズムの解明お

よびバイオマーカーの開発
涌井広道（代)

白血球・免疫細胞における受容
体結合因子に着目した生活習

慣病治療の開発
涌井広道（代)

老化関連脳心血管病における
受容体結合因子の病態生理学

的意義

マクロファージにおける受容体
結合因子に着目した心腎連関

制御
鈴木 徹（代）

皮膚組織の受容体結合性機能
制御蛋白による心血管腎臓病
の新規病態連関制御機構の解

明

田村功一（代）

高血圧－脳心血管病－腎臓病
の病態関連の機序解明と新規

治療開発をめざした研究
田村功一（代）

精緻な疾患レジストリーと遺伝・
環境要因の包括的解析による
糖尿病性腎臓病，慢性腎臓病
の予後層別化と最適化医療の

確立

田村功一（分）

田村功一（分）

機械学習により心電図データか
ら換気障害を予測するアルゴリ

ズムの構築
峯岸慎太郎（分）

病院前12誘導心電図の有用性
の検証とその普及－神奈川循
環器救急レジストリー研究－

田村功一（分）

糖尿病性腎症，慢性腎臓病の
重症化抑制に資する持続的・自
律的エビデンス創出システムの
構築と健康寿命延伸・医療最適

化への貢献
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肝胆膵消化器
病学

39万円
科学研究費助成事業 
若手研究（R2-R4年度　

総額429万円）

20万円
厚生労働科学研究費
補助金 (難治性疾患等

政策研究事業)

肝胆膵消化器
病学

13万円
科学研究費助成事業 
若手研究（R2-R4年度　

総額39万円）

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構 
次世代がん医療加速化

研究事業

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構　
臨床研究・治験推進研

究事業

超音波内視鏡下エラストグラフィ
による膵実質硬度測定方法の

確立
佐藤高光（代）

フソバクテリウムが大腸発がんに
及ぼす影響の検証－オルガノイ

ドを用いて－
松浦哲也（代）

ヒルシュスプルング病類縁疾患
（慢性特発性偽性腸閉塞症

CIIP）, 成人期・移行期対応「難
治性小児消化器疾患の医療水
準向上および移行期・成人期の

QOL向上に関する研究」

中島　淳（分）

消化器内科学 40万円

肝胆膵消化器
病学

消化器内科学 20万円

膵がん早期発見・精密治療方
針決定を実現する新規放射性
抗体医薬を用いた超音波内視
鏡ガイド投与による革新的PET
画像診断の第Ⅰ相医師主導治

験

前田　愼（分）

膵癌における腫瘍関連マクロ
ファージのマスター転写因子を
標的とした新規治療法への探

索研究

前田　愼（分）

消化器疾患に関する専門的助
言, 大学病院との連携「事業場
において治療と仕事の両立を支
援するための配慮とその決定プ

ロセスに関する研究」

斉藤　聡（分）
肝胆膵消化器

病学
40万円

厚生労働科学研究費
補助金（労災疾病臨床
研究事業費補助金）

肝胆膵消化器
病学

346万円

日本医療研究開発機構受託
研究費（AMED-革新的先端
研究開発支援事業CREST, 

PRIME）(R2-R7

ips細胞を用いた代謝性臓器の
創出技術開発「iPS細胞を用い
た代謝性臓器の創出技術開発

拠点」

中島　淳（分）, 斉
藤　聡（分）, 米田

正人（分）

肝胆膵消化器
病学

195万円

日本医療研究開発機構受託
研究費（AMED-再生医療実
現拠点ネットワークプログラム
疾患・組織別実用化研究拠

点（拠点B））(H25-R4)

ステージ別のNASH臨床検体の
取得と臨床情報の解析「ヒト肝
オルガノイドモデルを用いた内
分泌系の破綻と炎症・線維化機

構の解明」

米田正人（分）

ヒトオルガノイドを用いたハイス
ループットスクリーニング結果の
検証「オルガノイドを活用した

PTEN遺伝子VUSの新規評価法
の確立」

加藤真吾（分）
肝胆膵消化器

病学
520万円

日本医療研究開発機
構受託研究費（AMED-
ゲノム創薬基盤推進研

究事業）(R4-R7)

バイオマーカーの体外診断薬
承認に必要な血液検体の集積
「膵癌における腫瘍関連マクロ
ファージのマスター転写因子を
標的とした新規治療法への探

索研究」

加藤真吾（分）
肝胆膵消化器

病学
104万円

日本医療研究開発機
構受託研究費（AMED-
次世代がん医療加速化

研究事業(R4-R6)）
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膵IPMNにおける膵液オルガノイ
ドを用いた診断法と創薬研究へ

の応用
栗田裕介（代）

39万円

肝胆膵消化器
病学

143万円

 科学研究費助成事業　
基盤研究（C）（R4-R6
年度　総額117万円）

難治性がんの代表である膵癌
の包括的理解と革新的治療法

開発への挑戦
中島　淳（代）

肝胆膵消化器
病学

250万円
学長裁量事業　かもめ
プロジェクト（H30-R6年

度）

科学研究費助成事業 
若手研究（R3-R7年度　

総額455万円）

肝胆膵消化器
病学

169万円
科学研究費助成事業　
基盤研究（C）（R4-R6
年度　総額403万円）

NASHマウスの動脈硬化, 発癌
に対するエロビキシバット, コレ

スチラミンの有効性
岩城慶大（代）

肝胆膵消化器
病学

肝胆膵消化器
病学

117万円

精密がん患者モデルを用いた
膵癌新規がん免疫療法の開発

加藤真吾（代）, 鈴
木章浩（分）

科学研究費助成事業 
若手研究（R3-R5年度　

総額364万円）

吉原　努（代）

小林　貴（代）
肝胆膵消化器

病学
182万円

歯周病治療が及ぼす大腸腫瘍
や便のF.nucleatumへの影響

科学研究費助成事業 
若手研究（R3-R7年度　

総額468万円）

腸内細菌投与による腫瘍免疫
増強とNASH肝癌治療法の開発

胆汁酸性下痢症における新規
診断法および革新的治療法の

開発
三澤　昇（代）

肝胆膵消化器
病学

146万円

科学研究費助成事業 
若手研究（R3-R5年度　

総額442万円）

オルガノイドを用いた膵神経内
分泌腫瘍の腫瘍免疫応答解明

と新規治療薬の開発
長谷川 翔（代）

肝胆膵消化器
病学

143万円
科学研究費助成事業 
若手研究（R3-R5年度　

総額468万円）

CDH1病的胚細胞バリアントと環
境要因の解析－びまん型胃癌

予防への応用－
鈴木章浩（代）

肝胆膵消化器
病学

130万円
科学研究費助成事業 
若手研究（R2-R4年度　

総額364万円）

腸管バリアに注目した非アル
コール性脂肪疾患の新規治療

の開発
結束貴臣（代）

肝胆膵消化器
病学

130万円
科学研究費助成事業　
基盤研究（C）(R3-R5年

度　総額416万円)

NAFLDおよびNAFLD由来肝細
胞癌における鉄沈着の役割の

検討
今城健人（代）

肝胆膵消化器
病学

195万円
科学研究費助成事業　
基盤研究（C）(R3-R5年

度　総額403万円)

NAFLDに合併するサルコペニ
ア発症機序における門脈圧亢

進症, 胆汁酸変化の検討
米田正人（代）

肝胆膵消化器
病学

52万円
科学研究費助成事業　
基盤研究（C）(R3-R5年

度　総額312万円)

NAFLD/NASH病態における腸
内細菌と遺伝因子

中島　淳（代）
肝胆膵消化器

病学
 300万円

学長裁量事業 2022年
度戦略的研究推進事

業　研究開発プロジェク
ト
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110万円

自己免疫性自律神経障害の全
国調査，診断基準策定，国際的

な総意形成
竹内英之(分)

神経内科学・脳
卒中医学

10万円

単球系細胞から捉えた全身炎
症による神経変性疾患の病態

進展の機序解明

竹内英之(代)
土井宏(分)

田中章景(分)

神経内科学・脳
卒中医学

厚生労働科学研究費
補助金（難治性疾患等

政策研究事業）

VRと運動学習転移を用いた
パーキンソン病における新しい

運動訓練の開発

上田直久(代)
田中章景(分)

神経内科学・脳
卒中医学

7.5万円
文科省科学研究費基

盤研究（C）

運動失調症の医療水準，患者
QOLの向上に資する研究

田中章景(分)
神経内科学・脳

卒中医学
70万円

文科省科学研究費基
盤研究（C）

厚労省科学研究費

神経免疫疾患のエビデンスに
基づく診断基準・重症度分類・
ガイドラインの妥当性と患者

QOLの検証

竹内英之(分)
神経内科学・脳

卒中医学
40万円 厚労省科学研究費

糖脂肪毒性下の膵島ミトコンドリ
ア機能障害・炎症の病態解明と

治療法の創出
寺内康夫（代）

内分泌・糖尿病
内科

429万円
科学研究費基盤研究

（B）

新規イントロンリピート病
CANVASの病態解析モデルの

構築

田中章景（代）
土井   宏(分)
竹内英之(分)

神経内科学・脳
卒中医学

100万円
文科省科学研究費 基

盤研究（C）

運動学習に着目した新規脳機
能評価法を活用したエビデンス

創出
田中章景(分)

神経内科学・脳
卒中医学

35万円
日本医療研究開発機

構受託研究費（AMED）

プリオン病のサーベイランスと感
染予防に関する調査研究

田中章景(分)
神経内科学・脳

卒中医学
110万円

厚生労働科学研究費
補助金（難治性疾患等

政策研究事業）

神経・神経疾患の新しいPET診
断法開発

中島　淳（分）
肝胆膵消化器

病学
15万円

学長裁量事業 2022年度
戦略的研究推進事業 研

究開発プロジェクト

がん薬物療法感受性予測因子
としての高感度相同組換え修復

異常検査の開発
加藤真吾（代）

肝胆膵消化器
病学

 500万円

令和4年度学長裁量事業
（学術研究推進持病）

「YCU未来共創プロジェク
ト」（R4-R5年度）

若年性大腸癌のリスク因子とし
てのF. nucleatumの役割の解明

と新規予防法の開発
日暮琢磨（代）

肝胆膵消化器
病学

100万円

一般財団法人横浜総
合医学振興財団　令和
4年度学術研究助成

「がん研究助成」

顕性脳症患者の腸内環境の調
査と新規治療法の探索

野上麻子（代）
肝胆膵消化器

病学
50万円

一般財団法人横浜総
合医学振興財団　令和
4年度学術研究助成
「わかば研究助成」
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文科省科学研究費基
盤研究（C）

LOTUSによる神経変性と炎症
の制御に基づく多発性硬化症

の画期的な治療法開発

高橋慶太(代)
竹内英之(分)
田中章景(分)

脳神経内科・脳
卒中科

100万円
文科省科学研究費基

盤研究（C）

弧発性ALSにおける非膜オルガ
ネラの病的動態の解明

多田美紀子(代)
土井宏(分)

竹内英之(分)
田中章景(分)

神経内科学・脳
卒中医学

130万円

神経内科学・脳
卒中医学

90万円
文科省科学研究費基

盤研究（C）

文科省科学研究費 若
手研究

文科省科学研究費基
盤研究（C）

パーキンソン病の仮面様顔貌と
認知症発症の関連についての

検討：前向きコホート研究

パーキンソン病の疾患予後に影
響を与える非運動症状の新規

実用的評価方法の確立
上木英人(代)

神経内科学・脳
卒中医学

60万円

公益財団先進医薬研
究振興財団2022年度　

精神薬療分野助成

CRMP2の機能解明に基づく神
経変性疾患の治療法開発

中村治子(代)
神経内科学・脳

卒中医学
126万円

文科省科学研究費 若
手研究

先進的脳画像･症候･遺伝子解
析によるパーキンソン病の認知

症進展予測マーカーの開

東山雄一(代)
田中章景(分)
土井宏(分)

神経内科学・脳
卒中医学

50万円

東山雄一
神経内科学・脳

卒中医学
50万円

文科省科学研究費 若
手研究

扁桃体腫大を伴う側頭葉てんか
んの病態背景の解明と新規治

療法の開発

国井美紗子(代)
土井宏(分)

多田美紀子(分)
東山雄一(分)
田中章景(分)

神経内科学・脳
卒中医学

90万円

ミクログリアRIPK1の解析に基づ
くアミロイド・タウ連関解明と新規

治療法の開発

勝元敦子(代)
田中章景(分)
竹内英之(分)

脊髄小脳失調症42型疾患修飾
治療開発と光遺伝学手法を用

いた病態基盤の解明

土井宏(代)
竹内英之(分)
田中章景(分)

国井美紗子(分)

神経内科学・脳
卒中医学

全身炎症におけるALS病勢促
進の機序解明

古宮裕泰(代)
神経内科学・脳

卒中医学
50万円

一般財団法人 横浜総
合医学振興財団 わか

ば研究助成金

全身炎症におけるALS病勢促
進の機序解明

古宮裕泰(代)
神経内科学・脳

卒中医学
100万円

公益信託宮田幸比古
記念ALS研究助成基金

T型カルシウムチャネロパチー
における神経変性分子基盤の

解明
橋口俊太(代)

神経内科学・脳
卒中医学

110万円
文科省科学研究費 若

手研究

全身炎症によるALS病勢促進の
機序解明

古宮裕泰(代)
神経内科学・脳

卒中医学
120万円

文科学研究費 研究活
動スタート支援

80万円
文科省科学研究費基

盤研究（C）

SCA42疾患修飾治療に向けた
病態基盤の解明

土井宏(代)
田中章景(分)
竹内英之(分)
橋口俊太(分)

国井美紗子(分)

神経内科学・脳
卒中医学

720万円
AMED難治性疾患実用
化研究事業(病態解明)
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局所進行胃癌に対する術前補
助化学療法の個別化を目指し

たバイオマーカーの検索
青山　徹(代) 外科治療学 120万円

科学研究費助成事業　
基盤研究（C）

240万円
日本学術振興会科学
研究助成事業 若手研

究

CDH1病的胚細胞バリアントと環
境要因の解析 －びまん型胃癌

予防への応用－
鈴木章浩(代)

がん総合医科
学

156万円
文部科学省科学研究
費 若手研究(2021–

2024年度)

凝集体結合タンパク質SGTAの
解析を通じた神経変性疾患の

分子病態解明
窪田瞬(代)

神経内科学・脳
卒中医学

メチオニン制限による膵癌新規
治療の開発

三宅謙太郎(代)
消化器・腫瘍外

科学
100万円

文部科学省科学研究
費 若手研究

エンハンサー解析手法を用いた
膵胆管合流異常での発癌メカ

ニズムの解明
本間祐樹(代)

消化器・腫瘍外
科学

30万円
文部科学省科学研究

費 若手研究

腫瘍内細菌叢が腫瘍微小環境
を介して乳癌幹細胞に及ぼす

影響
山田顕光(代)

消化器・腫瘍外
科学

240万円
文部科学省科学研究

費 若手研究

大腸癌における硫黄代謝物に
関する研究

小澤真由美(代)
消化器・腫瘍外

科学
130万円

文部科学省科学研究
費 若手研究

肝細胞癌手術患者における免
疫エフェクター細胞とアディポサ

イトカインの検討
澤田雄(代)

消化器・腫瘍外
科学

30万円
文部科学省科学研究

費 若手研究

血中TFPI2を用いた新規膵癌バ
イオマーカーの開発

清水康博(代)
消化器・腫瘍外

科学
20万円

文部科学省科学研究
費 若手研究

インターフェロン制御因子５を標
的とした急性呼吸窮迫症候群

の分子標的治療の開発

竹内一郎（代）, 西
井基継（分）, 田村
智彦（分）, 小川史

洋（分）

救急医学 416万円

2022年度文部科学研究
費助成事業（学術研究助
成基金助成金）基盤研究

（C）3年

Single-Cell RNA sequenceによ
るARDS病態の網羅的探索

本澤大志（代）, 西井
基継（分）, 谷口隼人
（分）, 田村智彦（分）, 
小川史洋（分）, 竹内

一郎（分）

救急医学 429万円

2022年度文部科学研究
費助成事業（学術研究助
成基金助成金）基盤研究

（C）3年

血液中エクソソーム・インテグリ
ンによる大腸癌術後の転移・再

発部位の予測診断法
中川和也(代)

消化器・腫瘍外
科学

80万円
文部科学省科学研究

費 若手研究

肝外胆管癌モデルマウスの樹
立と新規治療法の開発

豊田純哉(代)
消化器・腫瘍外

科学
25万円

公益財団法人 横浜学
術教育振興財団研究

助成

機械学習・統計解析・薬物動態
力学解析を組み合わせた麻酔

薬理研究
増井健一（代） 麻酔科学 416万円

文部科学省 科学研究
費補助金 基盤研究(C)

2022～2024年度

統合レジストリによる多発性筋炎
／皮膚筋炎関連間質性肺疾患

の個別化医療基盤の構築
増井健一（分） 麻酔科学 90万円

AMED
2021～2023年度
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肺実質の弾性計測のためのBラ
インエラストグラフィ法の開発

谷口隼人（分） 救急医学 416万円

2022年度文部科学研究
費助成事業（学術研究助
成基金助成金）基盤研究

（C）3年

地域高齢者を対象とした転倒事
故と救急受診の予防に対する
EMSの有効性に関する研究

西井基継（代） 救急医学 200万円
2022年度産学連携共

同研究 1年

2022年度. 横浜総合医
学振興財団 １年

治療抵抗性の新型コロナウイル
ス感染症における分子病態解

析
西井基継（代） 救急医学 100万円

tablet端末とPACSを用いた重症
外傷におけるIVR開始時間短縮

と転帰改善
中嶋賢人（代） 救急医学 90万円

2022年度　交通事故医
療一般研究助成1年

分子標的アプローチによるIDH1
変異グリオーマ関連てんかんの

制御
池谷直樹（代） 脳神経外科学 364万円

科学研究費助成事業 
若手研究(2022-2024)

脳内異常放電が脳深部ネット
ワークに与える影響の解析

池谷直樹（代） 脳神経外科学 450万円

 公益財団法人 上原記
念生命科学財団：海外
留学助成金 リサーチ
フェローシップ（2021-

2022）

The pathogenic effects of 
temporal lobe epilepsy on deep 

brain networks.
池谷直樹（代） 脳神経外科学 248万円

日米科学技術協力事業「脳
研究」分野（日米脳）：共同研
究者派遣 (Neurobiology of 

Disease)（2021-2023）

肺実質の弾性計測のためのBラ
インエラストグラフィ法の開発

谷口隼人（代） 救急医学 100万円
2022年度LIP, 横浜トラ

イアル助成金　1年

Bラインエラストグラフィ法による
肺実質の弾性計測の実証

谷口隼人（代） 救急医学 100万円

2022年度公益財団法
人鈴木謙三記念医科
学応用研究財団研究

助成金　1年

肺弾性計測のためのBラインエ
ラストグラフィ法の検証

谷口隼人（代） 救急医学 500万円
2022年度公益財団法
人上原記念生命科学
財団研究助成金　1年

肺弾性計測のためのBラインエ
ラストグラフィ法の確立

谷口隼人（代） 救急医学 500万円

2022年度公益財団法
人中谷医工計測技術

振興財団研究助成金　
1年

人工知能を用いた
Radiogenomicsによる急性呼吸

窮迫症候群の解析
西井基継（代） 救急医学 100万円

2022年度学術的研究推
進事業　科研費採択支援
（大型種目）プロジェクト1

年

臨床血液検体からの「SARS-
CoV-2 RNA抽出によるEluNAシ
ステムの性能評価および臨床的

有用性の検証

西井基継（代） 救急医学 500万円
2022年度産学連携共

同研究 1年
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膠芽腫の標準治療後病勢を診
断する血液バイオマーカーの実

用化
立石健祐（分） 脳神経外科学 90万円

革新的がん医療実用化研
究事業 (AMED),（2021-

2023）

非線形ダイナミクス解析を用い
たヒトてんかんネットワークの時
系列変容の解明〜定位的頭蓋

内脳波記録を用いた検討〜

髙山裕太郎（代） 脳神経外科学 35万円
公益財団法人横浜学
術教育振興財団 研究

助成

非線形ダイナミクス解析を用い
たヒトてんかんネットワークの時
系列変容の解明〜定位的頭蓋

内脳波記録を用いた検討〜

髙山裕太郎（代） 脳神経外科学 50万円
一般財団法人 横浜総
合医学振興財団 わか

ば研究助成

神経膠腫における血中マー
カーおよび腫瘍環境について

の研究
立石健祐（代） 脳神経外科学 850万円

中外製薬株式会社共同研
究費（2022-2025）

神経膠芽腫の増殖ストレス緩和
システムを標的とする新規がん

治療戦略の確立
立石健祐（分） 脳神経外科学 480万円

次世代がん医療加速化研
究事業 (AMED)（2022-

2024）

脳震盪における生物学的予後
診断マーカーの開発とその意

義
高瀬　創（代） 脳神経外科学 85万円

一般社団法人 日本損
害保険協会 交通事故
医療研究助成（2020-

2022）

脳震盪と神経血管炎症：長期的
認知機能診断マーカーの開発

と治療への展開
高瀬　創（代） 脳神経外科学 100万円

一般社団法人 JA共済
総合研究所JA共済 交
通事故医療研究助成

（2021-2022）

脳動脈瘤の壁内微小環境と炎
症機構

高瀬　創（代） 脳神経外科学 41万円

公益財団法人 横浜学
術教育振興財団2021
年度研究助成（2021-

2022）

脳震盪と神経炎症：慢性障害性
分子機構と治療応用

高瀬　創（代） 脳神経外科学 80万円

一般社団法人日本損
害保険協会 交通事故
医療研究助成（2021-

2023）

エビデンス創出・基礎研究推進
委員会認定研究,くも膜下出血
後の認知機能障害：微小血管
障害に起因する新規炎症分子

機構の役割

高瀬　創（代） 脳神経外科学 30万円 日本脳循環代謝学会

新たな神経炎症経路に着目し
たくも膜下出血後認知機能障害

の病態解明と治療応用
高瀬　創（代） 脳神経外科学 442万円

科学研究費補助金基
盤研究(C) (2019-2022)

慢性硬膜下血腫の微小病態解
析：慢性炎症と新生血管に着目

した新規治療標的の創出
高瀬　創（分） 脳神経外科学 416万円

科学研究費補助金基
盤研究(C) (2019-2022)

正常圧水頭症における新規神
経炎症機構の役割：神経索路

画像と分子生物学的アプローチ
を用いたトランスレーショナル研

究

高瀬　創（代） 脳神経外科学 100万円

公益財団法人大樹生
命厚生財団 第53回医

学研究助成（2020-
2022）
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中枢神経原発悪性リンパ腫の
患者由来モデルを用いた腫瘍
微小環境と標的因子の探索

三宅勇平（代） 脳神経外科学 455万円
科学研究費助成事業 
若手研究（2022-2024）

マルチオミクスを活用した新規
プロテオーム解析技術の創出と

脳腫瘍バイオマーカー探索
立石健祐（分） 脳神経外科学 300万円

科学研究費補助金基
盤研究（B）(2019-2022)

小細胞肺癌転移性脳腫瘍にお
ける患者由来細胞株樹立による

特異的局所浸潤機序の解明
立石健祐（分） 脳神経外科学 60万円

科学研究費補助金基盤研
究(C) (2021-2023)

64Cu-ATSM局所治療：切除困
難な膠芽腫への革新的術中RI

治療への挑戦
立石健祐（分） 脳神経外科学 100万円

科学研究費補助金基盤研
究(C) (2022-2026)

IDH神経膠腫の特異的DNA修
復機構の解明と治療法の創出

立石健祐（代） 脳神経外科学 310万円
科学研究費補助金基盤研

究(C) (2022-2025)

難治性中枢神経系悪性腫瘍に
対する標的治療法の開発

立石健祐（代） 脳神経外科学 400万円
横浜市立大学 第5期戦略
的研究推進事業（2021-

2023）

難治性悪性脳腫瘍に対する日
本発放射線薬剤64Cu-ATSMに
よる新治療法開発―早期承認
を目指す第I相拡大コホート試

験の実施

立石健祐（分） 脳神経外科学 100万円
革新的がん医療実用化

研究事業 (AMED)
（2021-2022）

子宮頸がん検診における細胞
診とHPV検査併用の有用性に

関する研究
宮城悦子(分) 産婦人科学 100万円

日本医療研究開発機
構(AMED)研究費（革新
的がん医療実用化研究

事業）(2020-2022)

子宮頸がん検診におけるHPV
検査導入に向けた実際の運用

と課題の検討のための研究
宮城悦子(分) 産婦人科学 50万円

厚生労働科学研究費
補助金（がん対策推進
総合研究事業）(2022-

2024)

チラブルチニブの中枢神経原
発悪性リンパ腫 (PCNSL)に対
する効果に関する基礎研究

立石健祐（代） 脳神経外科学 2,000万円
小野薬品工業株式会
社共同研究費 (2020-

2022)

中枢神経系悪性リンパ腫の腫
瘍内多様性と微小環境解析に
よる病態発生の解明と治療開発

立石健祐（分） 脳神経外科学 40万円
科学研究費補助金基

盤研究（B）(2020-2024)

中枢神経系原発悪性リンパ腫
の患者由来モデルを用いた治

療耐性機序の解明
三宅勇平（代） 脳神経外科学 100万円

横浜総合医学振興財
団 がん研究助成

HPVワクチンの有効性の評価の
ための大規模疫学研究

宮城悦子(分) 産婦人科学 242.3万円

日本医療研究開発機
構(AMED)受託研究費
（革新的がん医療実用
化研究事業）(2020-

2022)
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長期治療を要する女性疾患に
対するホルモン治療の実態と予
後予測：縦断研究と包括的臨床

研究

鈴木幸雄(代) 産婦人科学 50万円
神澤医学研究振興財
団 2022年度（第25回）

海外留学助成金

Supporting Japanese cancer 
patients in the US and to 

promote cancer prevention 
awareness activities for 

Japanese community in the US. 
Honjo-JMSA Scholarship.

鈴木幸雄(代) 産婦人科学 $10,000

Honjo International 
Scholarship Foundation 
(HISF) and Japanese 
Medical Society of 

America (JMSA)

レセプトデータベースを用いた
外科的閉経患者のホルモン補
充療法の実態とその予後分析

鈴木幸雄(代) 産婦人科学 100万円
2021年度日本女性医
学学会JMWH Bayer 

Grant

福島県内外での疾病動向の把
握に関する調査研究

倉澤健太郎(協) 産婦人科学
 (代表者一

括計上)

 環境省放射線健康管理・
健康不安対策事業（放射
線の健康影響に係る研究

調査事業）

染色体異常モザイク胚から健常
児が生まれるのはなぜか？

浜之上はるか(分) 産婦人科学 7万円
日本学術振興会/科学
研究費助成事業/基盤
研究(C)(2021-2023)

出生と家庭に関するコホート研
究：ハマスタディ

倉澤健太郎(分) 産婦人科学
 (代表者一

括計上)

学術的研究推進事業
「YCU未来共創プロ

ジェクト」第4期（2022-
2023）

生殖・周産期に係る倫理的・法
的・社会的課題（ELSI: Ethical, 
Legal and Social Issues）の検討

のための研究

倉澤健太郎(分) 産婦人科学 300万円

成育疾患克服等次世代育
成基盤研究事業（健やか
次世代育成総合研究事

業）(2022-2024)

ワクチンで予防可能な疾病の
サーベイランスとワクチン効果の

評価に関する研究
倉澤健太郎(分) 産婦人科学 100万円

日本医療研究開発機構
（AMED）補助金（新興・再
興感染症に対する革新的
医薬品等開発推進研究事

業）(2021-2023)

学童期及び思春期等における
性に関する健康課題に対する
診療及び支援体制の構築にむ

けた研究

倉澤健太郎(分) 産婦人科学 70万円

成育疾患克服等次世
代育成基盤研究事業
（健やか次世代育成総
合研究事業）（2022-

2024）

低エストロゲン環境下の子宮筋
腫縮小をMED12遺伝子変異か

ら予測する
宮城悦子(分) 産婦人科学

 (代表者一
括計上)

関東連合産科婦人科
学会臨床調査研究助

成金(2022-2024)

先天異常モニタリングに関する
研究

倉澤健太郎(代) 産婦人科学 150万円
日本産婦人科医会お

ぎゃー献金基金

COVID-19流行前後における子
宮頸がん予防ワクチン接種行動

の比較
宮城悦子(分) 産婦人科学 20万円

日本学術振興会/科学
研究費助成事業/基盤
研究(C)(2022-2024)

生まれ年度によるHPVワクチン
接種環境の違いに着目した子
宮頸がん罹患リスクの評価・子
宮頸がん検診受診勧奨手法の
開発とHPVワクチンの有効性評

価

宮城悦子(分) 産婦人科学
 (代表者一

括計上)

厚生労働科学研究費
補助金（がん対策推進
総合研究事業）(2020-

2022)
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筋骨格・骨のイメージベース力
学解析の有機的連携構築と骨
疾患の治療戦略抽出への展開

稲葉裕（分） 整形外科学 30万円 科研費・基盤研究B

人体幹の高精度力学シミュレー
ションの構築

槙山和秀（分） 泌尿器科学 290万円

文部科学省科学研究
補助基金 基盤研究

(B)(2020年度-2025年
度）

希少腎癌の網羅的シーケンス
解析に基づく発癌機構と新規治

療薬開発
軸屋良介(代) 泌尿器科学 50万円

一般財団法人　鈴木泌
尿器医学振興財団　令
和4年度　研究費助成

拡散強調画像を用いた子宮筋
腫縮小因子の探索とイメージン

グバイオマーカーの開発
永井康一(代) 産婦人科学 150万円

 公益財団法人 今井精
一記念財団 研究助成
金(2023.01-2024.12)

腎癌手術に対するAIを用いた
手術中の構造物の自動認識モ
デルと手術教育支援システムの

開発

蓼沼知之(代） 泌尿器科学 50万円
内視鏡医学研究振興

財団研究助成(B)

産婦人科における内視鏡手術
多施設データベース構築およ
び情報支援内視鏡外科手術シ

ステム構築

永井康一(分) 産婦人科学 20万円
国立がん研究センター

東病院受託研究費

子宮筋腫の遺伝子変異を同定
する非侵襲的バイオマーカーの

開発
永井康一(代) 産婦人科学 100万円

木原記念横浜生命科
学振興財団 2022年度 
LIP. 横浜トライアル助

成金

低エストロゲン環境下の子宮筋
腫縮小をMED12遺伝子変異か

ら予測する
永井康一(代) 産婦人科学 90万円

関東連合産科婦人科
学会臨床調査研究助

成金(2022-2024)

変形性関節症における力学的
負荷に対しスクレロスチンが関
節軟骨に果たす役割の解明

骨頭圧潰前の特発性大腿骨頭
壊死症を対象としてbFGFゼラ
チン製剤の医師主導第Ⅲ相治

験

稲葉裕（分） 整形外科学 870万円 AMED受託研究費

熊谷研（代） 整形外科学 80万円 科研費・基盤研究C

人工股関節全置換術における3
次元歩行・動作解析を用いた脊

椎―骨盤アライメント評価

崔賢民（代） 整形外科学 120万円 科研費・基盤研究C

新規薬物療法開発に適した滑
膜肉腫患者モデルの開発

池裕之（代） 整形外科学 150万円 科研費・若手研究

骨軟部感染症に対するナノポア
シークエンサーを用いた薬剤耐

性菌と感染経路の同定

科研費・若手研究川端佑介（代） 整形外科学 160万円

人工膝・股関節置換術および脊
椎インストゥルメンテーション手

術部位感染の全国調査
稲葉裕（分） 整形外科学 10万円 科研費・基盤研究C
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ポリジェニックリスクスコアを用い
た自殺リスクの予測と遺伝学的

解明
菱本　明豊 精神医学 370万円 日本学術振興会

児童思春期の自殺企図リスクと
テロメア長を関連付ける分子メ

カニズムの解明
須田　顕 精神医学 520万円 日本学術振興会

ゲノムデータを⽤いた精神疾患
患者における⽤殺リスクの予測と

機序解明
菱本　明豊 精神医学 100万円

公益財団法⼈⼤樹⽣

命厚⽣財団

自殺リスクの遺伝因子に関する
国際共同研究

菱本　明豊 精神医学 200万円 日本学術振興会

MMP-9は認知症の新たな早期
診断バイオマーカーになり得る

か？
阿部　紀絵 精神医学 143万円 日本学術振興会

COVID-19流行下で働き始めた
研修医・専攻医の縦断的バーン

アウト調査
井出　恵子 精神医学 143万円 日本学術振興会

トランスオミクス解析による統合
失調症の心血管系突然死の病

態解明
服部　早紀 精神医学 195万円 日本学術振興会

喫煙・ギャンブル依存と自殺の
遺伝的リスク関係の解明

菱本　明豊 精神医学 180万円
公益財団法人喫煙科
学研究財団

冠動脈疾患におけるMRIの冠動
脈血流予備能の有用性を検証
する前向き多施設共同研究

加藤真吾(代） 放射線診断学 221万円
科学研究補助金事業
基盤（C）（2022-2026)

深層学習モデルを用いた脳核
医学検査の画質改善および撮

像時間短縮の検討
石渡義之（代） 放射線診断学 65万円

科学研究費助成事業
若手研究（2020-2022）

低出力パルス超音波によるリン
パ管再生誘導法の開発－リン
パ浮腫の予防を目指して－

北山晋也（代） 形成外科 351万円
科学研究費補助金事
業 基盤(C)(R4-R6)

高解像度遅延造影ＭＲＩによる
左房線維化評価：心房細動, 心

不全における臨床的意
加藤真吾(代） 放射線診断学 143万円

義科学研究補助金事
業若手研究（2019-

2022)

長い神経欠損に対するハイブ
リット型人工神経を用いた生体

内再生治療
林礼人（分） 形成外科 442万円

科学研究費補助金事
業 基盤(C)（R2-5）

端側神経縫合法を用いたハイ
ブリッド型人工神経の実践的応

用の検討
林礼人（代） 形成外科 449万円

科学研究費補助金事
業 基盤(C)（R3-5）

ラットの坐骨神経癒着モデルを
用いた超音波ガイド下神経剥離

術の薬剤選定
宮武和馬（代） 整形外科学 260万円 科研費・若手研究
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補ベーチェット病の病態解明およ
び治療法開発を目的とした全国

レジストリの構築

水木信久（代），
竹内正樹（代）

眼科学 7,141,760円
 （AMED）難治性疾患

実用化研究事業

ベーチェット病のゲノムワイド亜
型解析によるエビデンス創出と

レジストリー構築
水木信久（分） 眼科学 15万円

科学研究補助金事業
基盤（B）

血清エクソソーム由来マイクロ
RNA解析によるベーチェット病

のバイオマーカーの探索
竹内正樹（代） 眼科学 190万円

科学研究補助金事業
基盤（C）

ベーチェット病の臨床亜群形成
因子に基づく予後予測

水木信久（分） 眼科学 5万円
科学研究補助金事業

基盤（C）

ゲノムデータに基づいた正常眼
圧緑内障の発症パスウェイ解析

水木信久（分） 眼科学 120万円
科学研究補助金事業

基盤（C）

ベーチェット病とサルコイドーシ
スを対象としたマルチオミックス

解析
水木信久（分） 眼科学 70万円

科学研究補助金事業
基盤（C）

HLAリスク因子陰性のベー
チェット病患者を対象としたゲノ

ムワイド関連解析
水木信久（分） 眼科学 50万円

科学研究補助金事業
基盤（C）

自殺ポリジェニックリスクスコアを
用いた精神疾患患者の自殺リス

ク予測に関する研究開発
菱本　明豊 精神医学 530万円

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

対面診療に比したオンライン診
療の非劣勢試験： COVID 19 
によって最も影響を受け得る精
神疾患に対するマスタープロト

コル試験による検証

菱本　明豊 精神医学 360万円
国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

薬剤性パーキンソニズムの
ファーマコゲノミクスに関する医

療実装開発
菱本　明豊 精神医学 250万円

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

AMPA 受容体密度を指標とした
慢性疼痛患者の痛み定量化バ

イオマーカー開発研究
菱本　明豊 精神医学 248万円

国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

COVID-19等による社会変動下
に即した応急的遠隔対応型メン
タルヘルスケアの基盤システム
構築と実用化促進にむけた効

果検証

菱本　明豊 精神医学 50万円
国立研究開発法人日
本医療研究開発機構

全世代対応型遠隔メンタルヘル
スケアシステム（KOKOROBO-
J）によるメンタルヘルスプラット
フォームの開発・社会実装拠点
に関する横浜市立大学による研

究開発

吉見　明香 精神医学 150万円
科学技術振興機構
(JST)

若者の生きづらさを解消し高い
ウェルビーイングを実現するメタ

ケア シティ共創拠点
藤田　純一 児童精神科 1750万円

科学技術振興機構
(JST)

青年期のひきこもり者に対する
遠隔健康医療相談の効果検証

に関する研究
藤田　純一 児童精神科 650万 日本学術振興会
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唾液腺導管癌の癌微小環境に
おける自律神経相互作用の臨

床的・分子病理学的意義
高橋秀聡(分) 耳鼻いんこう科 416万円

科学研究費助成事業
（科学研究費補助金）

基盤研究（C）（令和3-5
年度）

頭頸部扁平上皮癌オルガノイド
の接触型共培養による転移リン
パ節被膜外浸潤の機序解明

西村剛志(代) 耳鼻いんこう科 390万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）基盤研究(C)（令

和3-5年度）

神経を中心としたがん微小環境
ネットワークの解明から拓く新規

治療法の開発
高橋秀聡(代) 耳鼻いんこう科 1,742万円

科学研究費助成事業（学
術研究助成基金助成金） 
基盤研究(B) （令和4-6年

度）

シスプラチンによる遅発性悪心・
嘔吐の原因と新しい治療法の

検討；血清鉄過剰の解消
高橋秀聡(分) 耳鼻いんこう科 416万円

科学研究費助成事業
（科学研究費補助金）

基盤研究（C）（令和3-5
年度）

痙攣性発声障害疾患レジストリ
を利用した診断基準及び重症
度分類の妥当性評価と改訂に

関する研究

折舘伸彦(分) 耳鼻いんこう科 35万円
厚労科研難治性疾患

政策研究事業

研究開発プロジェクト：がん 難
治がんの微小環境からみた新

規バイオマーカーおよび治療法
の開発

折舘伸彦(代) 耳鼻いんこう科 200万円
横浜市立大学 第5期 
戦略的研究推進事業

唾液腺発癌におけるEWSRA-
ATF融合遺伝子の機能解析

折舘伸彦(代) 耳鼻いんこう科 416万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）基盤研究(C)（令

和3-令5年度）

痙攣性発声障害レジストリを活
用した診断基準及び重症度分
類のバリデーション評価研究

折舘伸彦(代) 耳鼻いんこう科 7万円
AMED難治性疾患実用

化事業

ベーチェット病の病態解明およ
び治療法開発を目的とした全国

レジストリの構築

水木信久（代），
竹内正樹（代）

眼科学 7,141,760円
 （AMED）難治性疾患

実用化研究事業

ベーチェット病に関する調査研
究

水木信久（分） 眼科学 30万円 厚労科研

創傷治癒および全身性強皮症
の血管障害における単球マクロ

ファージの病態的関与
山口由衣（代） 皮膚科学 110万円

日本学術振興会
令和4年度科学研究費
助成事業（学術研究助
成基金助成金）基盤研

究（C）

癌関連神経を介したHPV関連
中咽頭癌の薬剤耐性・治療抵

抗性機構の解明
波多野 孝(代) 耳鼻いんこう科 416万円

科学研究費助成事業
（学術研究助成基金助
成金）基盤研究(C)（令

和4-6年度）

単球・マクロファージ分化・形質
異常に基づく全身性強皮症の

病態解
山口由衣（代） 皮膚科学

300万円
（研究期間：
2021年度～
2022年度）

日本皮膚科学会
令和3年度日本皮膚科
学会皮膚医学研究基
金（ロート製薬寄付）
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補
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補

委

補

委

補
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温熱療法とIL-1R阻害薬の臨床
応用に向けた併用療法の開発

小栗千里（代） 口腔外科学 23万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2018-2023年

度）

院内で発生する飛沫・エアロゾ
ルの可視化と最適な気流制御

法の考案
大屋貴志（代） 口腔外科学 500万円

令和4年度学術的研究推
進事業 YCU未来共創プ

ロジェクト（2022年度-2023
年度）

超小型磁気センサー内蔵のカ
テーテルナビゲーションシステ

ムに関する研究

大屋貴志（代），
光藤健司（分）

口腔外科学 240万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究(B)（2020-2024年

度）

口腔癌に対する磁気法によるセ
ンチネルリンパ節生検の確立－

RI法との非劣性試験－
岩井俊憲（代） 口腔外科学 70万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2018-2022年

度）

口腔癌の治療抵抗性に関わる
M2マクロファージの役割と治療

戦略の構築

大久保牧子（代），
來生　知（分）

口腔外科学 130万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2022-2024年

度）

Shear Stress and Endothelial 
Pathology in Intracranial 

Atherosclerosis.

Kitajima H (Co-
investigator)

口腔外科学 $10,330.08

National Institute of 
Health, Research 

Project (R01)(2020-
2024)

重症薬疹の病態におけるγ-
chainの役割

渡邉裕子（代） 皮膚科学 10万円

日本学術振興会
令和4年度科学研究費
助成事業（学術研究助
成基金助成金）若手研

究

全身性強皮症におけるIRF8発
現異常に根差した線維化病態

の解析
乙竹　泰（代） 皮膚科学 60万円

日本学術振興会
令和4年度科学研究費
助成事業（学術研究助
成基金助成金）若手研

究

非HIV免疫再構築症候群の疾
患概念確立とバイオマーカーの

研究開発
山口由衣（分） 皮膚科学 42.9万円

AMED
令和4年度日本医療研究
開発機構研究費（免疫ア
レルギー疾患実用化研究

事業）

重症多形滲出性紅斑に関する
調査研究

山口由衣（分） 皮膚科学 100万円

厚生労働省
令和4年度厚生労働科
学研究費補助金（難治
性疾患政策研究事業）

ステロイド全身療法により効果
不十分であったスティーヴンス・
ジョンソン症候群（SJS）及び中
毒性表皮壊死症（TEN）患者を
対象とするエタネルセプト療法

山口由衣（分） 皮膚科学 260万円

AMED
令和4年度日本医療研究
開発機構研究費（臨床研
究・治験推進研究事業）

薬剤性間質性肺炎・重症薬疹
に関するバイオマーカー候補の
適格性確認と規制要件案の作

成に関する研究

山口由衣（分） 皮膚科学 351万円

AMED
令和4年度日本医療研
究開発機構研究費（医
薬品等規制調和・評価

研究事業）
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口腔癌における交流磁場が持
つ遊走能抑制効果の分子生物

学的研究

光藤健司（代），
中鍛治里奈（分）

口腔外科学 104万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2022-2024年

度）

舌癌頸部リンパ節転移に関わる
微小環境（ニッチ）の解明

杉浦　圭（代），
來生　知（分）

口腔外科学 117万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2022-2024年

度）

口腔癌に対する腫瘍選択性磁
性体を用いたハイパーサーミア

による低侵襲的治療の開発

藤内　祝（代），光
藤健司（分），小泉
敏之（分），中鍛治

里奈（分）

口腔外科学 377万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（B）（2020-2022年

度）

口腔粘膜を用いた物理的刺激
による組織学的・分子学的変化
に関する多機関共同前向き観

察研究

來生　知（代） 口腔外科学 50万円 共同研究費

数値流体力学によるシミュレー
ションを用いたオーダーメイド動

注化学療法の開発
北島大朗（代） 口腔外科学 39万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）若
手研究（2019-2022年度）

患者由来口腔がんモデルの臨
床的有用性（不均一性）を生か

した新規治療戦略の創出
來生　知（代） 口腔外科学 429万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（B）（2020-2022年

度）

進行口腔癌に対する動注養子
免疫療法と免疫チェックポイント

阻害剤併用療法の開発

光永幸代（代），
來生　知（分）

口腔外科学 112万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2018-2022年

度）

免疫チェックポイント阻害薬耐
性克服を目指した新規動注免

疫療法の開発

光永幸代（代），
來生　知（分）

口腔外科学 117万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2022-2024年

度）

口腔扁平上皮癌の悪性化に伴
う間葉系および骨髄系間質細
胞の免疫制御と調節因子の変

化

光藤健司（分） 口腔外科学 104万円

科学研究助成事業（学術
研究助成基金助成金）基
盤研究（C）（2020-2022年

度）

心疾患維持期患者におけるデ
ジタルデバイスを利用した運動
習慣獲得と医学的効果の検証

中村　健（代）
リハビリテーショ

ン科学
320万円

文部科学省科学研究
費補助金 基盤研究(C)

（3年計画1年目）

希少疾病・難病等の分野におけ
る診療ガイドライン等の評価に

資する研究
堀田信之（代）

化学療法セン
ター

702万円
厚労省科研費　地域医
療基盤開発推進研究
事業（令和4－5年度）

顎矯正手術による閉塞性睡眠
時無呼吸リスクを予測するため

の流体音響解析法の開発
矢島康治（代） 口腔外科学 35万円

横浜市立大学学術的
研究推進事業

神奈川県におけるスモン患者の
現状調査

久留　聡（代）,
中村　健（分）

リハビリテーショ
ン科学

60万円
令和4年度厚生労働科
学研究費補助金（難治
性疾患政策研究事業）
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(注) 1

2

3

収縮機能の保持された心不全
におけるRANKL/RANK/OPG

システムの役割
上村　大輔 臨床検査部 104万円

日本学術振興会 科学
研究費助成事業 基盤

研究(C)

リン酸カルシウムペーストを用い
た乳がん温存療法の研究

幡多政治（分） 放射線治療学 90万円
文部科学省科学研究

費補助金基盤研究（C）

リン酸カルシウムペーストを用い
た乳がんと前立腺がんの臨床

研究
幡多政治（分） 放射線治療学 20万円

文部科学省科学研究
費補助金基盤研究（C）

Impact of imaging conditions on 
the target delineation in 
radiotherapy planning.

Hata M（代） 放射線治療学 43万円
GE Healthcare Pharma 

Educational Grant

悪性腫瘍に対するRI内用療法
の現状と課題：普及に向けた取
り組みと新規薬剤の開発に関す

る研究

幡多政治（代） 放射線治療学 20万円
PDRファーマ 医学・薬
学に関する研究活動へ

の支援

体幹部放射線治療における呼
吸性移動 －四次元アルゴリズ
ム解析と治療法の標準化－

幡多政治（代） 放射線治療学 27万円
文部科学省科学研究

費補助金基盤研究（C）

機械学習により心電図データか
ら換気障害を予測するアルゴリ

ズムの構築
堀田信之（代）

化学療法セン
ター

416万円
文科省科研費 基盤(C)

（令和4－6年度）

AYA世代および成人T細胞性
急性リンパ性白血病の小児型
治療適用における限界年齢と
新規バイオマーカー探索に関

する研究

山崎　悦子 臨床検査部 26万円 AMED

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

小児から成人をシームレスに対
象としたB前駆細胞性急性リン
パ性白血病に対する前方視的
臨床試験による標準治療の開

発研究

山崎　悦子 臨床検査部 28.6万円 AMED



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Case report

4 Case report

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

Kato H, 
Miyakawa K, 
Ohtake N, et 

al.

Vaccine-induced humoral response 
against SARS-CoV-2 dramatically 

declined but cellular immunity 
possibly remained at 6 months post 

BNT162b2 vaccination.

Vaccine, 40(19): 2652-
2655, 2022

血液・免疫・感染
症内科学

Higashitani 
K, Yoshimi R, 
Sato Y, et al.

血液・免疫・感染
症内科学

Beneficial effects of apremilast on 
genital ulcers, skin lesions, and 

arthritis in patients with Behçet's 
disease: A systematic review and 

meta-analysis.

Rituximab and mepolizumab 
combination therapy for 
glucocorticoid-resistant 

myocarditis related to eosinophilic 
granulomatosis with polyangiitis.

Iizuka Y, 
Takase-

Minegishi K, 
Hirahara L, 

et al.

血液・免疫・感染
症内科学

PLoS One, 17(8): 
e0272122, 2022

Expansion of droplets during 
speaking and singing in Japanese.

Yokohama Cooperative Study 
Group for Hematology (YACHT): 

Clinical impact of cigarette 
smoking on the outcomes of 

allogeneic hematopoietic stem cell 
transplantation: a multicenter 

retrospective study.

雑誌名・
出版年月等

Bone Marrow Transplant, 
57(7): 1124-1132, 2022

血液・免疫・感染
症内科学

 Anti-interferon-γ antibody-
seropositive disseminated 

nontuberculous mycobacterial 
infection mimicking POEMS and 

TAFRO syndromes: a case report.

血液・免疫・感染
症内科学

 Modern Rheumatology 
Case Reports, 6: 87-92, 

2022

 Modern Rheumatology, 
32: 1153-1162, 2022

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属 題名

Ohashi T, 
Aoki J, Ando 

T, et al.

血液・免疫・感染
症内科学

Kato H, 
Okamoto R, 
Miyoshi S, et 

al.

Teshigawara-
Tanabe H, 

Hagihara M, 
Aoki J, et al.

血液・免疫・感染
症内科学

Clinical risk factors for patients 
with myelodysplastic syndromes 

undergoing allogeneic 
hematopoietic stem cell 

transplantation.

Hidekawa C, 
Yoshimi R, 

Kishimoto D, 
et al.

Hematology, 27(1): 620-
628, 2022

Internal Medicine, 61: 
2377-2385, 2022

Fujii H, 
Nagakura H, 
Kobayashi N, 

et al.

呼吸器病学

Liquid biopsy for detecting 
epidermal growth factor receptor 

mutation among patients with non-
small cell lung cancer treated with 
afatinib: a multicenter prospective 

study.

BMC Cancer, 22: 1035, 
2022

Fukuda N, 
Horita N, 

Namkoong H, 
et al.

呼吸器病学

Best regimens for treating chemo-
naïve incurable squamous non-
small cell lung cancer with a 

programmed death-ligand 1 tumor 
proportion score of 1%-49%: A 

network meta-analysis.

Thorac Cancer, 13: 84-
94, 2022
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10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Case report

Hara Y, 
Tsukiji J, 

Yabe A, et al.
呼吸器病学

Heme oxygenase-1 as an important 
predictor of the severity of 

COVID-19.

PLoS One, 17: e0273500, 
2022

Hara Y, 
Oshima Y, 

Tagami Y, et 
al.

呼吸器病学

Clinical importance of serum heme 
oxygenase-1 measurement in 

patients with acute exacerbation of 
idiopathic pulmonary fibrosis 

triggered by coronavirus disease 
2019.

Respir Med Case Rep, 
36:101615, 2022

Horita N, 
Kato H, 

Watanabe K, 
et al.

呼吸器病学

Declined Mortality Due to Seasonal 
Influenza in Japan During the 

Coronavirus Disease 2019 
Pandemic.

Clin Infect Dis, 74: 2081, 
2022

Horita N, 
Kato H, 

Watanabe K, 
et al.

呼吸器病学

Decline in mortality due to 
respiratory diseases in Japan 

during the coronavirus disease 
2019 pandemic.

Respirology, 27: 175-176, 
2022

Watanabe K, 
Horita N, 

Hara Y, et al.
呼吸器病学

Use of Systemic Corticosteroids for 
Reasons Other than Asthma in 

Subjects with Asthma.

 Respiration, 101: 109-
115, 2022

Matsumoto 
H, Kobayashi 
N, Shinoda S, 

et al.

呼吸器病学

Regional differences in epidermal 
growth factor receptor-tyrosine 
kinase inhibitor therapy in lung 

cancer treatment using a national 
database in Japan.

Sci Rep. 2023 Mar 
30;13(1): 5208
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　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じ
ること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および
評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十
件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの
掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に
掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当
該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学
の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所
属している場合に限る。）

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

委員会の設置、研究機関長、研究者及び研究責任者の業務及び責務、研究責任者による研究実施 

の準備及び研究の管理に関する業務 など 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

公立大学法人横浜市立大学臨床研究利益相反委員会実施要綱により委員会の設置、所掌事務、組 

織、自己申告書の審査及び本学が設定する基準額を超える利益関係についてのマネジメントにつ 

いて定めている 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年 12 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 12 回 

 ・研修の主な内容  

臨床研究の倫理に関する講習として，下記の日程で臨床研究セミナーならびに倫理委員向けのセ 



ミナーを行った． 

4月21日（木）臨床研究概論～「臨床研究の疑問→研究実施→論文化→EBM」で医療を改善する道

筋～ （講師）Y-NEXT 須江聡一郎  

5月26日（木）倫理委員会承認から研究終了までの「研究実施」における～ピットフォール～ 

        （講師）Y-NEXT 須江聡一郎 

6月29日（水）各種規制の動向（研究法や統合指針）について 

        （講師）国立がん研究センター 中村健一先生 

7月7日（木）知っておきたい国際標準の研究倫理：eAPRINプロジェクトの取組 

       （講師）信州大学 福嶋義光先生 

11月16日（水）当科のしくじりから学ぶ、臨床研究の適正実施 

       （講師）小児科 西村謙一 

12月20日（火）倫理委員会をもう一度基礎から知る 

       （講師）倫理担当 

1月27日（木）臨床研究法によって我々が得たもの、失ったもの 〜田舎の一研究者のつぶやき〜 

       （講師）新潟県立がんセンター 三浦先生 

2月16日（木）なぜ利益相反を管理しなければならないのか 

       （講師）都市社会文化研究科 有馬 斉 先生 

11月21日（月）研究倫理の遵守に基づく臨床研究の適正な推進について※ 

       （講師）北里大学 熊谷雄治 先生 

12月22日（木）委員向けの簡易な内容で統計内容※ 

       （講師）久留米大学バイオ統計センター 室谷 健太教授 

2月21日（火）臨床研究と利益相反 もしくは 研究倫理※ 

       （講師）国立がん研究センター 研究支援センター生命倫理部COI管理室／ 

社会と健康研究センター生命倫理・医事法研究部 研究員 中田はる佳 

3月14日（火）新統合指針と個人情法関係について※ 

       （講師）獨協大学 上杉奈々 

 

 

*：倫理審査委員向けセミナー 

他：臨床研究セミナー 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

本学は20を超す多彩なプログラムを有しており、大学病院の専門診療科及び専門別センターで高

度で質の高い医療に従事することができる。また、協力病院をはじめとした地域医療機関での研

修によって、臨床研修に引き続きプライマリ・ケアを含めた幅広い研修も行うことができる。研

修期間は原則3年間であり、専門医取得に向けた大きな一歩となっている。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        74   人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

中島 秀明 
血液・リウマチ・

感染症内科 
教授 37年 

 

金子 猛 呼吸器内科 教授 38年  

日比 潔 循環器内科 教授 32年  

田村 功一 腎臓・高血圧内科 教授 36年  

田中 章景 
脳神経内科・脳卒

中科 
教授 37年 

 

寺内 康夫 
内分泌・糖尿病内

科 
教授 35年 

 

前田 愼 消化器内科 教授 31年  

中島 淳 
消化器内科（肝胆

膵） 
教授 35年 

 

市川 靖史 臨床腫瘍科 教授 38年  

浅見 剛 精神科 准教授 23年  

伊藤 秀一 小児科 教授 31年  

齋藤 綾 
心臓血管外科・小

児循環器 
教授 30年 

 

利野 靖 消化器・一般外科 准教授 38年  

菅沼 伸康 乳腺・甲状腺外科 講師 26年  

石川 善啓 呼吸器外科 講師 23年  

遠藤 格 消化器外科 教授 39年  

稲葉 裕 整形外科 教授 35年  

山口 由衣 皮膚科 教授 24年  

槙山 和秀 泌尿器科 教授 30年  

宮城 悦子 産婦人科 教授 36年  

水木 信久 眼科 教授 35年  

折舘 伸彦 耳鼻いんこう科 教授 36年  

幡多 政治 放射線科 教授 31年  

光藤 健司 
歯科・口腔外科・

矯正歯科 
教授 35年 

 



後藤 隆久 麻酔科 教授 37年  

山本 哲哉 脳神経外科 教授 35年  

中村 健 
リハビリテーシ

ョン科 
教授 31年 

 

林 礼人 形成外科 教授 29年  

竹内 一郎 救急科 教授 27年  

藤井 誠志 病理診断科 教授 30年  

桐越 博之 臨床検査部 講師 29年  

宇都宮 大輔 放射線部 教授 28年  

太田 光泰 総合診療科 教授 31年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 
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4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 医療情報部長 西井 鉄平 

  管理担当者氏名 医事課長 深澤 博 / 総務課長 岸田 純也 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課  
各科診療日誌 各科 
処方せん 総務課・薬剤部 
手術記録 総務課 
看護記録 総務課 
検査所見記録 総務課 
エックス線写真 総務課 
紹介状 総務課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

総務課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 職員課  
高度の医療の提供の実績 医事課（病歴室） 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

各診療科 

高度の医療の研修の実績 各診療科 
閲覧実績 各関係部署 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課（病歴室） 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

総務課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療の質・安全管理部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療の質・安全管理部 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療の質・安全管理部 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療の質・安全管理部 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

職員課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

職員課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

総務課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

総務課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

総務課 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

職員課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

職員課 
 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

職員課 
 

医療安全管理部門の設置状況 職員課 
 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療の質・安全管理
部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療の質・安全管理
部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療の質・安全管理
部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療の質・安全管理
部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 
 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

八景キャンパス総務
課 

職員研修の実施状況 職員課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療の質・安全管理
部 

管理者が有する権限に関する
状況 

職員課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

八景キャンパス総務
課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

八景キャンパス財務
課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　3　　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　　件

国 延　　　　0　　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　　件

　閲覧責任者氏名 　医療情報部長　西井　鉄平

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
医療スタッフの閲覧は「横浜市立大学附属病院　診療録等管理実施要綱」「診療録等の閲覧・貸出要
綱」に基づき手続きを行う。
患者側からの個人情報開示の請求があった場合、「横浜市立大学附属病院における診療情報の提供
に関する実施要綱」「横浜市立大学附属病院における診療情報の提供に関する事務処理要領」に基
づき手続きを行う。
公的監査における診療録の閲覧については、指定を受けた記録について該当記録・書類を病院職員
立ち合いのもと開示する。
カルテレビュー形式で閲覧する場合は、会議室に電子カルテ閲覧の環境を設置する。病院職員が操作
し指定の記録あるいは診療内容について開示する。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

会議室　病歴室（閲覧室）

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　医事課長　深澤　博　/　総務課長　岸田純也

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1. 医療安全管理の基本方針 
2. 医療安全管理のための組織体制 
3. 報告及び再発防止、医療事故発生時の対応 
4. 高難度新規医療技術を用いた医療提供及び未承認新規医薬品等を用いた

医療の提供 
5. 説明同意による患者・家族と医療従事者間の情報共有 
6. 患者からの相談等への対応 
7. 医療安全のための職員教育・研修 
8. 外部監査、内部通報制度 
9.その他医療安全の推進 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 23 回 
・ 活動の主な内容： 
安全管理対策委員会 （年12回）：院内医療安全の方針を協議決定 
リスクマネジャー会議（年11回）：安全管理対策委員会の方針周知、 

            医療安全の推進、安全課題検討、情報交換 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 106 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）：別紙①参照 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1. インシデントシステムを用いた院内のインシデント報告の収集を実
施。収集したインシデントの課題・問題点を医療の質・安全管理部内
（多職種ミーティング）で分析し、QIミーティング等で報告する体制
を構築 

2. 医療安全に関する規定（指針・ガイドライン・マニュアル）の改正・
周知 

3. 他施設の医療安全に関するニュースや機構から発出された情報等を
リスクマネジャー会議で紹介すると共に、月間医療安全ニュースで 
院内の職員全員に周知 

4. 患者確認の２段階プロセス（患者本人の同定、患者本人と対象物の 
患者情報の照合）などの、院内全体に繰り返し周知すべき行動につい
て、電子カルテのスクリーンセイバーを利用した周知を実施 

5.インシデントの件数、事故報告等は医療機能評価機構へ報告し、 
広く情報共有する 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

1. 院内感染対策に関する基本的考え方 
2. 委員会等の組織に関する基本的事項 
3. 職員研修に関する基本方針 
4. 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5. 院内感染発生時の対応に関する基本方針 
6. 患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
7. 院内感染対策の推進のために必要な基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1. 医療関連感染防止等についての検討（COVID-19対策含む） 
2. 感染症発生状況の把握 
3. 感染症発生時及び防止のための迅速な対応を行うための審議・検討 
4. 感染対策マニュアル等の検討 
5. 環境ラウンド・感染対策推進部会の活動把握 
6. 分離菌、CLABSI,CAUTI,VAE,SSIサーベイランスの把握 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 52 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

1. Eラーニング：『感染対策の基本と院内ルールについて』（全職員） 
2. Zoom：『抗菌薬適正使用支援のためのセミナー 抗菌薬勉強会』（全職員） 
3. 講演会：『医療関連感染症を制御する医療環境のマネジメント/医療機関・施設・社会

におけるCOVID-19対策/新型コロナウイルス感染後の20歳未満の死亡例に関する積極
的疫学調査のまとめ/当院の抗菌薬使用量について』（全職員） 

4. 標準予防策、ミキシング、処置別研修（新人看護師・研修医） 
5. 静脈注射研修・CVC研修（看護師） 
6. 療養環境整備について、抗菌薬等（感染リンクナース会） 
7. 動画講義：COVID-19感染対策（全職員） 
8. 清掃業者・リネン業者に対する感染対策・工事業者に対する感染対策（委託業者） 
9. 部署の感染対策（ACU・放射線部・MEセンター） 
10. COVID-19感染対策について（全職種） 
11. PPE着脱演習（救急外来担当者・救急科医師） 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 

病棟別検出菌発生頻度、材料別菌発生頻度、主要分離菌の検出と推移などの感染レポートを 
作成している。院内感染対策が必要な耐性菌やウィルス疾患の検査結果が判明した際には、 
臨床検査部から感染制御部と担当医師に報告され、また、部門システム上からも感染症発生 
状況を随時把握できる体制がある。また、部署部門での感染症把握時は、管理者から感染制 
御部に報告がある。感染制御部部員は、必要時に訪問し状況把握に努め、助言や指導を行い 
院内感染大防止に努めている。また、COVID-19に関連した本部会議が定期的に開催され情報 
共有や対策を協議している。 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・各部署・部門にて、年間計画に沿った感染対策の取り組み 
  ・手指衛生サーベイランス（病棟・外来・中央部門）の実施 
  ・感染対策推進部会にて、針刺し切創の減少に向けた取り組み 
  ・CLABSI、CAUTI、VAE、SSIの減少にむけた報告や、療養環境整備の取り組み 
  ・感染制御部及び感染対策推進部員の院内ラウンドによる感染対策チェック 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
①  医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
②  従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 4 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・医薬品の安全管理（対象：新採用職員及び転入職員） 
・「麻薬の取り扱い」に関する研修（対象：研修医） 
・「静脈注射」に関する研修（対象：看護師） 
・医薬品安全管理研修 
「薬剤の誤投与に係る死亡事例の分析報告からみる当院の取り組み」（対象：全職員） 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

手順書に基づく業務の実施状況を確認するため、リスクマネジャーを通して各病棟及び部門へ
の定期確認を行っている（R4年度： 6・9・12・1月） 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

DI室での禁忌・適応外使用等の情報収集 

R4年度 60件（禁忌：33件、適応外：27件） 
 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

【未承認薬の使用】 

・3,4-ジアミノピリジンのランバート・イートン症候群に対する使用 

【適応外使用】 

・皮膚隆起性線維肉腫(DFSP)におけるイマチニブの使用 

・カテコールアミン製剤（注射剤）の併用 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

院内の体制 

R2年度までは禁忌・適応外使用について臨床倫理委員会で審議していたが、R3年度から未

承認医薬品と共に、未承認新規医薬品等評価部での審査対象とした。 

レベル別審査・モニタリングの実施 

R4年度から未承認等の医薬品については、使用根拠や使用経験、安全性に基づくレベル別

審査を行うとともに、看護師、薬剤師を増員して承認後のモニタリング体制を構築した。 

薬剤師の関与 

未承認新規医薬品等評価部に薬剤師（副評価部長、専門委員、事務局）が参画している。 
また、薬剤師が収集した情報はDI室で集約し、医薬品安全管理責任者と共有の上、未承認新
規医薬品等評価部に報告している。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
➁ 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 21 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

主要7品目（麻酔器を加えた8品目）を中心とした研修を実施 
  放射線業務従事者向けの放射線安全取扱い講習会 
  医療機器の使用方法に関する事項 
  医療機器の使用に関して特に法令上順守すべき事項 
  新規導入装置についての研修 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

主要7品目（麻酔器を加えた8品目）を中心とした点検（メーカー点検含む）を実施 
  医療機器年間保守点検実施計画に則りメーカー点検簿に基づく定期点検の実施 
  中央管理機器点検計画に則り汎用医療機器の定期点検を実施 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無し 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
  臨床工学技士による医療機器ラウンドの実施 
  具体的なインシデント事例を基にした医療機器研修の実施 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況： 
別紙②横浜市⽴⼤学附属病院における医療安全管理に関する基本指針 組織図の通り 

 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 2 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

DI室に担当者を 3名配置し、情報収集・発信を行っている。 

【収集・発信情報の例】 

・医薬品等安全性情報、添付文書改訂情報、Up to date（適応症の追加などの月刊情報） 

― 年 39回、全診療科宛てに通知、病院情報システムのお知らせに掲示 

・医薬品適正使用情報 

― 随時発行 

・採用医薬品集 

― 4月発行、10月更新版発行、附属病院マニュアル等一覧に掲示 

・薬事委員会速報 

― 年 12回、奇数月に速報、偶数月に追補版、病院情報システムのお知らせに掲示 

・禁忌・適応外医薬品情報収集報告（DI室での情報収集件数） 

― 60件（禁忌：33 件、適応外：27件）件 

・医薬品安全性情報報告書（PMDAに報告） 

― 21件 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認薬等の医薬品は、未承認新規医薬品等評価部、未承認新規医薬品等評価委員会により審
査、承認する体制としている。未承認等の医薬品の使用に関しては、使用の開始報告を受けて
未承認新規医薬品等評価部の事務局で使用状況等をモニタリングする体制としている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：【未承認新規医薬品等評価部】 

（所属：診療科 ，職種 医師 ）  （所属：手術部 ，職種 医師 ） 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ）  （所属：看護部 ，職種 看護師 ） 

（所属：MEセンター，職種 臨床工学技士 ）  （所属：総務課 ，職種 事務職 ） 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容



 
 
 

 

：ガイドラインに則した監査の実施及び監査結果の報告 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

【確認を行うメンバー】 

診療録管理委員会メンバー（１７名） 

診療録管理小委員会メンバー（３９名） 

看護情報委員会メンバー（２５名） 

診療情報管理士（２名） 

 

【実施時期】 

４か月１クールとし、８月～２月の間に２クール実施（計１５診療科） 

※新型コロナウィルス感染症の影響により、３クールを予定していたところ２クールの実施となった 

 

【確認方法】※①～⑤の順で実施 

① 診療科医師（診療録管理小委員）、病棟看護師（看護情報委員）、コメディカルによる自己監査 

② 管理士による事務局監査 

③ 診療録管理委員会メンバーによる第三者監査 

④ その結果を①実施者へフィードバック 

⑤ ①実施者は一か月間の改善取り組みを実施し、事務局へ報告 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（４）名、専任（２）名、兼任（12）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（５）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

事務：専従（１）名、（１）名、（２）名 

臨床工学技士：専従（０）名、（０）名、（１）名 

放射線技師：専従（０）名、（０）名、（１）名 



 
 
 

 

臨床検査技師：専従（０）名、（０）名、（１）名 

ＣＲＣ：専従（０）名、（０）名、（１）名 

・活動の主な内容： 

医療に係る安全管理対策の推進、医療に係る安全管理についての情報収集、分析、評価等に関する 

業務を行う。 

・安全管理対策委員会、リスクマネジャー会議等の運営 

・インシデント、アクシデント発生時の報告管理、再発防止策の検討 

・医療安全のための職員教育、研修実施 

・説明同意による患者・家族と医療従事者間の情報共有 

・患者からの相談等への対応 

・外部監査受審 

・医療の質・安全に資するモニタリング実施 

中心静脈穿刺同意書取得率、中心静脈穿刺早期合併症発症率、中心静脈穿刺 X線確認実施率、 

中心静脈穿刺超音波使用率、死亡症例数、手術関連死亡症例数、手術患者の血栓予防率、術後 

肺血栓症発生率、アレルギー情報入力率、入院患者転倒転落発生率、入院患者転倒転落レベル 

別発生件数、重要フラグ付き画像診断報告書患者対応実施率、病理結果未確認率、術前 VTEスク

リーニングテンプレート入力率、VTEリスク分類・対策指示テンプレート入力率 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（９件）、及び許可件数（８件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

1.申請案件の審査 

2.申請、審査手続きに関する整備 

3.承認された高難度新規医療技術の実施状況の確認（モニタリング） 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 



 
 
 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（50件）、及び許可件数（42件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

1.申請案件の審査 

2.申請、審査手続きに関する整備 

3.承認された高難度新規医療技術の実施状況の確認（モニタリング） 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 258件（外来死亡、死産除く） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 596件（オカレンス：581件、3ｂ事例

15件） 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

全死亡患者の診療記録を原則 24時間以内に医療の質・安全管理部で確認し、病院長に報告を行う。

医療事故に該当する可能性のある死亡及び３ｂ事例に関しては院内医療事故会議を開催し、事例の

検討を行い、安全管理対策委員会で報告する。 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：広島大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 滋賀医科大学医学部附属病院）     

・無） 

・技術的助言の実施状況：特になし（直ちに改善が必要な点として特に指摘すべき事項はありません） 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談窓口を患者サポートセンター内に設けており、専従看護師を常時配置して相談を受け付けて

いる。担当者は患者からの申し出を聴取し、簡易なものについてはその場で説明・回答し、重大なも



 
 
 

 

のは医事課医事調整担当者へ引きつぎ対応している。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

平成 28年度に「教職員研修委員会」を設置し、研修年間計画を策定するほか、病院として研修受講

歴の一元的な管理に取り組んでいる。 

中でも、医療安全講演会(研修会)は年４回開催しており、医療安全の基本的な考え方やインシデント

事例をふまえた具体的対策・改善等に関して研修を実施している。各講演会では参加者アンケートを

実施しており、学習効果の測定も合わせて行っている。 

また、多職種による連携と協働を推進するための取組みとしては、平成 26年度から TeamSTEPPS研修

を開催しており、毎年新採用職員を中心に、当院で働くすべての教職員が受講できるようにしている。 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

公益財団法人日本医療機能評価機構主催研修を受講 

 後藤 隆久（管理者/病院長）継続５時間 2023年 2月 24日受講 

 前田 愼（医療安全管理責任者）継続５時間 2023年 1月 26日受講 

 佐橋 幸子（医薬品安全管理責任者）継続５時間 2023年 2月 3日受講 

水野 祐介（医療機器安全管理責任者）継続５時間 2023年 2月 24日受講 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2022年 1月に病院機能評価 3rdG:ver.2認定 

 （令和 5年 3月に確認審査受審、条件付解除） 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 



 
 
 

 

当院ホームページで公表しています。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

１，説明と同意の文書について、電子カルテ「科セット」文書の見直し（一定期間見直されていない

文書の修正および使用実績のないものの削除）や電子カルテに掲載されていなかった文書の掲載を 

行った。また、ICテンプレート使用や、同席できない場合のその後の反応・理解度を確認する 

記録などを監査し、該当診療科・病棟へ監査結果を伝え、改善指導を行った。 

２，クリニカルパスについて、クリニカルパス委員会で決定したフローに沿って、解析シートを作成

しデータ分析を実施した。また、医療の質向上委員会が中心となり、褥瘡発生率について、起因

する弾性ストッキングに関する調査や看護職員教育を行い、緩やかに改善傾向となった。現在 

経過検証中である。 

３，高難度新規医療技術および未承認新規医薬品等の適応外使用について、評価のフロー体制を見直

し、モニタリング体制を強化した。 

４，ルート・ドレーンの誤認防止対策について、カラーシリンジを継続運用し、誤接続防止コネクタ

を導入した。あわせて医療安全マニュアルを改訂した。 

５，BLS訓練について、「心肺蘇生講習に関する実施方針」および「別紙_心肺蘇生講習受講管理の 

手引き」を策定し、継続的に BLS訓練を実施し受講管理を行った。 

６，周術期の抗菌薬の使用について、感染対策マニュアルの術式別の予防的抗菌薬について改訂した。

また、術後の長期投与のモニタリングを開始した。現在経過検証中である。 

 さらに、病院機能評価 3rdG認定の本学附属 2病院間で、定期的に全項目の自己評価調査票ピアレ

ビューを実施し、改善活動状況の確認と改善活動の継続に取り組みます。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

公立大学法人横浜市立大学附属病院長候補者選考基準に関する規程により規定

している。 

（選考基準） 

第２条 候補者となることのできる者は、次に掲げる要件を満たす者とする。 

（１）医師免許を有している者 

（２）医療安全の確保のために必要な資質及び能力を有している者 

（３）組織管理能力等の当該病院を管理運営するうえで必要な資質及び能力を有し

ている者 

（４）横浜市立大学附属病院（以下「当院」という。）の使命を遂行するために必

要な資質及び能力を有している者 

（医療安全） 

第３条 前条第２号に定める医療安全の確保のために必要な資質及び能力とは、医

療安全管理業務の経験及び患者の安全を第一に考える姿勢及び指導力等をいう。 

２ 前項に定める医療安全管理業務とは、次のいずれかの業務をいう。 

（１）医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の

業務 

（２）医療安全管理委員会の構成員としての業務 

（３）医療安全管理部門における業務 

（４）その他上記に準ずる業務 

（管理運営） 

第４条 第２条第３号に定める組織管理能力等の当該病院を管理運営するうえで必

要な資質及び能力とは、当院又は当院以外での組織管理経験等、高度な医療を司

る特定機能病院を管理運営するうえで必要な資質、能力及び経営改善能力等の資

質、能力をいう。 

（使命遂行） 

第５条 第２条第４号に定める当院の使命を遂行するために必要な資質及び能力と

は、当院の理念及び基本方針に掲げる事項を継続的かつ確実に推進する姿勢及び

指導力等をいう。 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 



 
 
 

 

・ 公表の方法 

大学ホームページにて公開 

 

 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院運営の重要事項に関すること、病院の中期計画、年度計画に関すること、病院の予算・決

算に関すること、その他病院長が必要と認めた事項。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

学内（院内）グループウェアへ会議資料（議事録含む）を掲載、各診療科・部門の長へメールで 

同資料を送付。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

後藤  隆久 〇 医師 病院長 

田村 功一  医師 副病院長/腎臓・高血

圧内科部長 

山本  哲哉  医師 副病院長/脳神経外科

部長 

前田  愼  医師 副病院長/消化器内科

部長 

鈴木 久美子  看護師 副病院長／看護部長 

佐橋 幸子  薬剤師 薬剤部長 

林 健一  事務 医学・病院統括部長 

宮城 悦子  医師 産婦人科部長/Y-NEXT

センター長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
①公立大学法人横浜市立大学教員管理職規程 
②横浜市立大学附属病院規程 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
①副病院長 役割：病院長を補佐する役割 
②病院長補佐 役割：特定の業務に関して病院長を補佐する役割 
           ※現在の病院長補佐は３名任命している。 

１名は、医療安全に関する業務を補佐する役割、 
１名は、検査体制（臨床検査・病理・輸血）を統括する役割、 
１名は、医療情報を統括する役割を担い、病院長を補佐している。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
平成30年度から本学で「病院経営の変革に取り組む人材を育成するプログラム」を開始し、令和2

年度も当院から将来の病院幹部候補者として6名が参加している。令和3年度は8名が履修した。 
また、一般社団法人日本病院経営支援機構が主催する病院経営者（事務長）育成塾に令和２年度から
事務職の副課長級が参加している。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

前回指摘事項に対する対応状況  

 医療に係る安全管理の業務状況 

 医療を受ける立場の方からの視点に基づく監査について 

 医療安全管理部門の体制比較について 

 公表に行った医療事項の経過について 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

大学の HP上で公開 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

 

 

 

相馬 孝博 

千 葉 大 学 医

学 部 附 属 病

院  

医 療 安 全 管

理 部 部 長  

医師  

 

 

 

○ 

特定機能病院

における医療

安全管理に卓

越した知識・経

験を有し、当該

領域に造詣が

深い  

 

 

 

有・無 

 

 

 

1 

 

 

 

水地 啓子 

 

 

 

森 法 律 事 務

所  弁護士  

 特定機能病院

における医療

や医療機関に

関する法律に

卓越した識見

を有し、当該領

域に造詣が深

い  

 

 

 

有・無 

 

 

 

1 

 

 

足立 雅子 

 

 

病 院 ボ ラ ン

テ ィ ア 会 ラ

 長年のボラン

ティアの活動

経験から、患者

さんの立場で

 

 

 

有・無 

 

 

   2 



 
 
 

 
ンパス  病院における

医療安全の推

進に関して意

見を述べるこ

とができる  

 

 

 

寺内 康夫 

 

 

 

本学医学部長 

 医学生及び医

師の教育・支援

の観点から意

見を述べるこ

とができる  

（内部委員） 

 

 

 

有・無 

 

 

 

2 

 

 

 

高橋 知宏 

 

 

 

法人事務局副局

長 

 法人全体の内

部監査・外部監

査に携わり公

平な立場で物

事を判断し意

見を述べるこ

とができる  

（内部委員） 

 

 

 

有・無 

 

 

 

2 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

法人の理事長、副理事長および理事により構成される経営審議会を設置しており、法人の経営 
に関する重要事項を審議している。月１回の開催を原則としており、病院長も理事として参画し 
ている。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 10 回 ）（令和４年度実績） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年８回 ）（令和４年度実績） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 大学WEBサイトに経営審議会議事録を掲載している。 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 8 件）※令和４年度受付分（医療安全管理関連は“なし”） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

「医療安全マニュアル」「医療安全マニュアルポケット版」に掲載 
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